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(Carroll and Chang, 1970）やTucker(1972）のモ


































対象地点： l 万代シティー； 2.新潟駅前； 3.新潟大学西門， 4.三越前； 5


























































(MacKay et al., 1975, p. 22），ここでは，従来の
INDSCALを，距離評価法と描画法それぞれで得
られた距離行列に適用することにする．なお， IN-







































































































































2次元相関係数 0.8817 0.9302 
点閑距離の相関係数 0.9064 0.9528 
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Wit は被験者空間における個人 iの次元 tに対す
る重みである.(1）式で，






















































































































































































































性別 男性 106 
29 女性
出身地 新潟市市内 33 
新潟県内他市町村 42 
新潟県内 60 












































(SA) 2カテn=-1 N= 135 





(SA) 4力テコ可=--1 N= 135 
10 2 ~ 30 40 50 60 70 80 90% 
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(SA) 3：房n=-1 N= 135 
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司i同亘なζのP片有状況 (SA) 4カテコ、、リー ｜ 
























E~ンァィ ー (SA) 7力テコ＂＇J- I N= 135 
0 10 20 30 40 50勾
耳重i目器~t~謂5内E主って主いるる e 1.s 40.0 40.7 16.3 I 0.7 
I 0.7 
’0.0 
21 Ii混盟町 【E代口］ (SA) 7力泊、リー ｜ N= 135 
日 10 20 30 40% 
Ilt:i；っている 9.6 37.0 30.4 21.5 国 1.5
ががなあいる I 0.0 ’0.0 
31 D って写酉閏 (SA) 7カテコ、リー ｜ N= 135 
日 10 20 30 40 50 60% 
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E 園田ーーーーーーー 14.1 
E呈冨ヨ 5.9
10 
（鈎） －－.市百可ご寸 N= 135 





1年以上 国 22 
遭ったことがある 匡言言言言ヨ 8.1 
通ったことがない I 0.0 
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タイプ1 タイプ2 タイプ1 タイプ2
平 均一0.3535 0.4694 -0.3857 0.3582 
分 散 0.6186 1.1201 0.7043 1. 0081 











































(0. 5231) (0. 8309) 
男性 0.1124 0.1785 
女性 -0.4107 -0.6524 
出身地 -(2.0928i (0.5931-) 
新潟市市内 ー1.0001 -0.3450 
新潟県内他市町村 1. 0927 0. 2481 
新潟県外 -0.2148 0.0161 
居住地 (1. 0182) (1. 3695) 
新潟大学周辺 一0.2694 -0 .1393 
中心市街地 0.7317 0.7716 
万代周辺 0.3695 -0.5677 
市内その他 o. 74自8 0.8018 
市外 0.1211 -0.1389 
学年 (0. 5993) (1.1179) 
1年生 0. 0710 -0.1325 
2年生以上 0.5282 0.9854 
自動車等の所有 (0. 7008) (1.3871) 
もっていない 0. 0410 0. 5722 
自転車 -0. 2770 0. 2595 
自動二輪（原付含む） 0.2309 0.2157 
自動車 0.4238 0.8149 
万代シティー (0. 8354) (0. 8288) 
相対的に訪問頻度が高い 0.1485 0.1473 
相対的に訪問頻度が低い -0.6869 -0.6815 
新潟駅前 (O.il35) (0.9251) 
相対的に訪問頻度が高い 0.0261 -0.2124 
相対的に訪問頻度が低い -0.08ザ4 0. 7127 
新潟大学西門 (0.-8056) (0.9468) 
相対的に訪問頻度が高い 0.0776 -0.0912 
相対的に訪問頻度が低い -0. 7280 0.8557 
三越前 (0.323喧） (1.0117) 
相対的に訪問頻度が高い 0.2227 0.6970 
相対的に訪問頻度が低い -0.1006 -0.3148 
白山公園 ().1138) io .1398) 
相対的に訪問頻度が高い 0. 0447 0. 0549 
相対的に訪問頻度が低い -0.0691 -0.0849 
ジャスコ (0. 2529) (0 .1264) 
相対的に訪問頻度が高い 0.1517 0.0759 
相対的に訪問頻度が低い -0 .1012 -0. 0506 
新潟県庁 (0. 8119) (0. 4i82) 
相対的に訪問頻度が高い ー0.6375 -0. 3284 
相対的に訪問頻度が低い 0.1744 0.0898 
佐渡汽船乗り場 (0.0832) (0.6548) 
相対的に訪問頻度が高い 0.0634 0.4996 
相対的に訪問頻度が低い 0.0197 0.1552 
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I, 性別 男女 〈当てはまるものに0)
2.年齢 〈 ｝歳
3.学年 （ 〉年生
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【質問6】次のうち当てはまるものを選んで、番号にOをつけて〈ださい．
I, 自分で運転できる乗用車がある
2.自分で運転できる自動二輪〈原付を含む〉がある
3. 自転車を持っている
4.乗用車・バイク・自転車のどれも持っていない
-43-
